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の中から

　　　　所世間に流布されていない珍しい書

　　　　　　　物）が収蔵されているかがある。

　　　　蔵　　ついては専門の立場から本館所蔵

　　　　　　　の稀観本を紹介することとした。

いわゆるAckerman’s　Repository

教授（図書館長・西洋服装史担当）石山

　19世紀前半のロンドンに，ひときわ美麗な美術印

刷の版元とその販売で知られる「ルドルフ・アッカ

ーマン」という出版社があった（図②）。何しろ印刷

技法，とりわけ美術印刷はまだ未発達の時代である

から，今日私たちが毎日のように手にしているダイ

レクト製版のカラー印刷などというのは，当時宇宙

ロケットによる月面離着陸よりもっと程遠い彼方に

あった時代のことである。その頃の印刷の着色はほ

とんどが手彩色で，隆盛だったメゾティント版やア

クアティント版の場合も，着色は手で施された。そ

の頃としては画期的な石版印刷術も，まだようやく

始まったばかりで，事実アッカーマンは，この石版

による美術印刷術をイギリスに初めて確立し定着さ

せた当の人物でもあった。もっとも石版術そのもの

は1796年から98年にかけて，ミュンヘンのゼネフェ

ルダーAleis　Senefelder（1771～1834）によって発明

されたことは既に定説になっているが，その科学的

処理法をロンドンに紹介したのはドイツ，オッヘン
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バッハのアンドレ氏であり＊，またゼネフェルダーが

着色石版術を可能にしたのは1826年になってからの

ことであった。

　さて，ルドルフ・アッカーマンRudolh，　Acker－

man（1764）は，ドイツ，ザクセン州，シュトール

ベルクの馬車・馬具師の家に生れ，のちパリを経て

ロンドンに定住し，出版人として成功した。彼が美

術印刷に大きく貢献することになるのは，ドイツ人

の銅版画家ハイデロフ　N　ikolaus　Wilhelm　von

Heideloff（1761～1839）とのパりでのかいこう（避

遁）が契機になっている。というのも，，ハイデロ

フの家系は3世代2世紀間に及ぶ優れた画家であり

彼を特に有名にしたのは，イギリスで最も名高い創

世紀のファッションブックThe　Gallery　of　Fashion

（1794～1802）の作者　　それは1794年4月，彼が

35歳の時一としてであった。ここで取り上げる首

題の雑誌も，ハイデロフの作画によって，当時とし

ては稀にみるしょうしゃ（瀟酒）な手彩色の美術図

えラ②
るス
　窓ア
男に　ツ

女なカ
の　つ　1

顧てマ
客おン
がりの
楽　　店

し正（
そ面部
うに分
にア）
版　ツ

画力天
を　1井
選マは
んン吹
でのき
い文抜
る字け
　がで
　見ガ

．難灘

“　c蕊麟蕊蕊灘翻

一　2



版を伴っていたので著名になったA正規のタイトル

は次のとおりである。

　：380．5R〕The　Repository　of　Art，　Literature，

Commerce，　Manufactures，　Fashion　and　Politics．

40vols．，　London，　R．　Ackerman，1809～1828．す

なわち「美術，文学，商業，製造品，婦人服流行及

び政治の宝庫」全40巻である。repositOryとは宝庫

の意であり，したがって本薄も一般には「美術の宝

庫」または，「アッカーマンの宝庫」と呼ばれてい

る。それにしても完揃というのは稀有であり，これ

には1809年から1828年までの900枚に及ぶ，当時の

他誌を圧する魅力的な筆致のf’彩色版画が収められ

ている。これらの版画は技法的には銅版画（ビュラ

ン版とアクアティント版が中心）と石版画に分けら

れ，主題別に見ると，街頭・建築・室内などの風

景，乗物，家具・調度，動植物，肖像画及びファッ

ションなどになる。中でもその半分の450枚以上が

ファッション・プレードで占められているのはまさ

に圧巻であり，それらのうちでも末期の1826年以降

のものが特に優れているというのが識者間での常識

になっている。事実，これらのプレートがいかに優

れているかは，同時代のそれと比較することによっ

て一層確実となろう。

　「アッカーマンの宝庫」は通例3期に大別されて

いる。第1期は1809年1月号から1815年12月号まで
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の1～14巻，第2期は1816年1月号から1822年12月

号までの新1～12巻，第3期は1823年1月号から

1828年12月号まで再新1～12巻，計40巻である。こ

のように，本誌の刊行は20年間にすぎないとはいえ

時代の格別な転期に当っての20年を維持できたこと

自体がむしろ例外的な存在で，バリ，ロンドン，ワ

イマール，ライフツィヒ，ウィーンなどの名立たる

ファッション誌以外はいずれも1年から数年で泡の

如く消えていっているのである。割合長期に渉って

維持できた理由の一つは，もちろん優れた画家ハイ

デロフらのユニークな美術図版によるが，更に重要

な点は，本誌の刊行された時代の意味と背景であ

る。この期はナポレオン1世（在位1804～1815）に

因んで一般にエンパイア様式期といわれることは周

知であるが，この様式名は通例ナポレオン1世の在

位期間の前後を含めての約20年位をさすのが普通で

あるから，　「アッカーマンの宝庫」はまさしくこの

様式期の時代背景の探索にとっても事実上の宝庫で

あるのは間違いない。あのタテ線を強調した管状の

服型が，何時頃どのようにして次のロマンティック

様式へと移行し始めるのかが，微妙な変化を追って

手にとるように知得できるのである。なお本誌の購

入は私立大学研究設備助成によったことを謝して付

記しておく。

　＊Repository　of　Arts，1817年，4月号，　P．225
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